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扇面'7)11港調B
らお

農研機構では、試験研究機関からの一方的な成

果発表ではなく、生産者や行政、普及等の農業関

係者が一堂に会し、研究発表と展示・相談を通し

て双方向にコミュ二ケーションを深める企画とし

て、地域マ、ソチングフォーラムに取り組んでいま

す。平成19年からスター卜し、北陸地域でも様々

な課題をテーマに取リよげてきました。最近では、

平成24年度「多様な品種と技術が拓く北陸農業の

新展開－ 6次産業化－J、平成25年度「チャレンジ｜

水稲＋園芸作～野菜等の導入で北陸農業を活性化

～Jを開催。そして、今年度は 「水田フjレ活用！

～飼料用米等を活用しておいしい農畜産物を消費

者に～」と題して、金沢市での開催に向けて準備

中です。

現在、わが国農業の競争力－自給力強化に向けて、

土地利用型農業の再編と活性化が求められていま

す。良質米生産基地である北陸地域では、売れる

米作りとともに、畜産や園芸作も含ぬた水田のフ

jレ活用、おいしい農畜産物の消費者への安定供給

により、経営基盤の強化と安定化が重要な課題と

なっています。そこで、畜産や飼料用米に焦点を

当て、北陸地域における耕畜連携の現状と展開方

向を考えるとともに、農研機構および北陸各県の

技術開発の成果等を紹介し、総合的な意寛突換を

行うことにより、水田を基盤とした北曜農業の活

性化を図ろうと企画しました。

北陸農業の現状を見てみると、平成24年の農業

産出額4.502億円のうち、米は63.5%と大きなウ

エイ トを占めています。く‘っと割合は下がるもの

の、第2位は畜産で15.0%となっていますが、全

国の畜産部門産出額2兆6.531億円に対する北陸地

域のシェアは2.6%(677億円）と、最大の九11111・

沖縄地域の10分の 1という位置にあります。この
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ような畜産を巡る状況の中で、注目されるのが広

大かつ肥沃な北陸地域の水田です。北陸地域は他

地域に比べて圧倒的に水田の割合が高く、「コシヒ

力リJをはじめとする良質米生産墓地としての地

位を築いてきました。さらに、北陸各県では生産

規模は小さいものの、良質な肉や牛乳、卵等の畜

産物の生産と加工も盛んに行なわれています。北

陸農業の強みである肥沃な水田 ・米生産技術と畜

産を結びつける研究開発、普及の取り組みが少し

ずつ成果を実らせつつあります。また、地域に根

ざした畜産物を核とした6次産業化の挑戦も目立

ちます。一方、農業の現場では、有機物や土壌改

良資材の施用量の減少等を含め、総合的に地力の

低下が進んでいるとの懸念が広がっています。地

力の低下が、転換作物のダイズやオオムギの低収

化、高温や日照不足などの不良環境に弱いイネの

要因になっていると考えられます。農業の基本は

地力増進、耕畜連携が重要とはいえ、実際には北

陸農業の基盤である水田の劣化が徐々に進行しつ

つあります。

食用米の過剰傾向が続く中で、生産者の試行錯

誤が繰り返されています。急速に飼料用米への注

目度が上がってきましたが、現場では戸惑いも多

いと聞きます。そもそも、おいしいお肉とは？と

いう素朴な疑問からスタートし、飼料用米や水田

を活用した畜産が北陸農業の新たな強みどなり得

るのか、皆さんと一緒に考えたいと思います。こ

のイベントが、北陸農業の新たな展開方向を考え

るヒントになれば幸いです。

・「北陸地域マッチングフォ ラムJ: 12月11日

（木） 13時10分～17時30分「石川県立音楽堂J交

流ホールにて開催予定 （入場無料）圃



研究情報

「和みリゾット」で

国産米の本格リソットはいかが？

イタリアの米料理であるリゾ、ソトは、パスタな

どのように少し芯を残して調理するため、大粒で

煮崩れしにくい米が適するといわれています。イ

タリア原産の ICARNAROLIJC力ルナローリ〉は、

リゾ、ソ卜に最適であるとされていますが、稗が長

いため倒伏しやすく、収量も他の品種よリ少ない

のに加え、脱粒性、穂、発芽性などに問題があります。

一方、「コシヒ力リJなどの国産米は「CARNAROLリ
等のイタリ ア米と比較して粒が小さく、リ、ノ、ソ卜

に調理した際の外観や食感がイタリアの品種とは

異なることが問題でした。現在、園内のイタリア

料理店では「CARNAROLリ等のイタリア産米が

高価であることや、食の安全 ・安心、地産地消へ

の関心の高まりなどから、 リゾ、ソトに適する国産

の大粒米への期待が大きくなっています。そこで

北曜研究センタ一て・育成中だった多収かつ良食味

の「北陸204号jと「CARNAROLIJを突配し、

リゾッ卜への調理適性があリ、収量性および耐倒

伏性に優れた圏内初のリゾ、ソ卜に向く品種として

「和みリソ、ソトJを育成しました。

2011年から3年間の試験の結果、「和みリゾッ

トJの出穂、期は「ひとめぼれ」とほぼ同じです

（表 1)。「相みリソ、ソ 卜」の課長は125cmに達す

る ICARNAROLI」より明らかに短く、「ひとめ

ぼれ」とほぼ同じです（図 1）。穂数は「ひとめ

ぼれ」とよリも少なく、「CARNAROLIJよりや

や多い“穂重型”てホす。「和みリゾッ卜Jの収量

（精五米重）は「ひとめぼれjの83%程度ですが、

「CARNAROLIJには明らかに優りま寸。「和みリ

ゾッ トJは「ひとめぼれ」「CARNAROLIJより

1
 

1
 

易
一
m

b
Jー

や
一制

一
－一め一と

。

一

一
E
m

れ一

一ひ

吉

ぽ
一9

3
一1

9

5

2
一

慢

溺

：

溺

直

i
一
、
時

め一

2

0
一区

1

3

3
一や

H
V

制
拙
や
同
難
一卜
日

と一

7

9
一
i

4

6

2
一

や

や

や

括

一ツ
問

ひ
一

一

一

一ソ

ー

一

一

一

一リ

2

ト
一

一

一

一み

は

ツ
一

一

一

d

t
一和

U

ノ
一只V
－

J
－

5

8

0
一
i

i

i
哩
3

噴
一
。
。

、
一2

3
一五

6

2

3
一強

嬰

総

や

ヰ

や

一議

R

性
一
礼
一7

8

－f

2

5

2
一

や

や
一樹

仏

描
一
和
一

一

一

一る
同

司
一
一

一

一

一ナ

A

侃

一

一

一

一

一副

C

一

一

一

一

一一』
i
O

J
四

一

一

－

－l

E

k
l

一

一

一

、

j

一体主体主

一一

必咽

一
一

一

a

一収
」
がK

一一

』づ

ツ
一
一

一

O

土
凡

百

一h
y
t

’
一
一

一

l

－f

t

－f
F

ン

一

－）
）
－

r
ρ一低
低

一ン
2

リ

一

一巳
白
一

り

3
匂
一融

制

生

一ピ

の

メ

一

－

m

1

k

－
4

L，

f

－4
F

M
一

一月

月

一、
リ
品
川
（
重
一因

圃

冷

一究

公

マ不

一

7
1
／

ιL
H

I

E
－

凶喧

ご
コ

凶

コ

件

土

刊

問

外

ヱ

一羽山

1

ri
－

－ー1

－
C
1
q
t
e－－
叫4
－
1

1

4

B
同

d
u
a
l
－F

、、J

一名
一期

期

一（

C
米

平

一も

も

性

伏

型

芽
一隆

氏

一歪
一恵

品一一＝
完

投

巨

転

一
、

、

笹

到

雪

淫

F
U
H

－
－

f

型
＝
帯

S
E
石
b

米
女

443

叫到
－t
u

t

u
々
’
A
t

E
E
ヌ
ヌ
一

戸

表

一品
一山
山
成
一得

穂

精

玄

一菜

穂

脱

耐

隠

穏

一※

CARNAROLI 

7.25 

9.05 

125 

243 

451 

33.6 

中

中

§8 

作物開発研究領域・主任研究員

松下景

倒れにくい特長があります。「和みリゾッ 卜」 の玄

米は大きく、千粒重は 「ひとめぼれ」の1.5倍程度

あり、 「CARNAROLI」並です（表 1、図 2）。極

大粒のため胴劃れの発生に注意し、適期収穫に努

め、収穫後は急激な乾燥は避ける必要があります。

葉いもちには強いですが、穂いもちには弱いため、

栽培には注意が必要です。リゾットに調理した「和

みリゾ、ソ卜jは「コシヒ力リ」と比べて外観に優れ、

歯ごたえがあり、粘りがなく、ぺたつかず、煮崩

れしにくい特徴があり、総合評価は「CARNAROLI」
に近く 「コシヒ力 I）」に優ります（図3）。「朝日み

リゾッ卜」の生産は始まったばかりですが、お近

くのレス トラン等で 「和みリソ、ソ 卜Jを召し上が

ることができる日も近いかも知れません。ご期待

ください。

図1 北陸研究センター図場での 「和みリソyト」左からひとめぼれ、

手日みリソット、CARNA ROLi 

畿 勢総 l

図2 籾 （上段）と玄米 （下段）左からひとめぼれ、和みリソyト、

CARNAROLI 

図3 イタリア式に認理し

たり、ノ、ツ 卜の食味試

、歯ごたえ 験結果

2 



研究情報

ダイズ「しわ粒」の

吸水特性と発芽特性

ダイズ子実の表面に「しわJが生じた「しわ粒」は、

子実の外観品質を損ない検査等級を低下させる一
要因であり、特に北陸地域ではダイズの品質を著

しく低迷させる最大の要因となっています。しわ

粒は調製・選別融階で取り除くのが困難なことか

ら、しわ粒の発生を抑止することを目的とした多

くの研究がこれまでに行われてきました。しかし、

ダイズ子実は食品の原料としてだけでなく次年の

ダイズ生産の種子としても使用されますが、しわ

粒の種子としての品質に着目した研究事例はこれ

までにほとんどありませんでした。そこで、しわ

粒の吸水特性、種子を水に浸漬した時の障害の発

生程度、種子活力を、しわが生じていない種子（整

粒）との比較で調査し、しわ粒の種子としての特

性の一端を明らかにすることを試みました。なお、

しわ粒は［縮緬じわ粒Jと「亀甲（かぶと〉じわ粒」
に大別されますが、本研究ではその内の縮緬じわ

粒を対象としました。

縮緬じわが生じたダイズ品種「工ンレイ」の種
子に、瞬、背面（臓の反対側）、側面のそれぞれの

部位から水を吸わせると、図 1のように、しわ粒

では、整粒に比べて』脅からの吸水は速く、背面と

側面からの吸水は遅いことが分かりました。一方、

種子を完全に水に浸した冠水条件では、しわ粒と

整粒の吸水速度に差は無ありませんでした。これ

らから、しわ粒では種子の吸水が整粒に比べて不
均等になっておリ、吸水に伴う種子の膨張も不均

等に起こっている可能性が考えられました。過湿

な条件に置かれたダイズの種子は、 7Jてを吸って急
0.5 

き~ト匝 ：・' エユバ 宅~ト: ：・' 
咽 口.2 刷耗GI 0.2 

者@ 0.1 0.1 

0.5 

' 弘、間

~ 0.4 
rt-
宅0.3
1丞
嗣 Ol

* @ 0.1 

時間

図 1 しわ粒と整粒の種子部位ごと友び冠水条件下の吸水量の経時

変化

種子10粒を，湿らせた脱脂綿上に図中に示した程子の各部位が接触

するように置いて吸水させた，冠水条件では種子を完全に水に浸涜

した状態で吸水させた．写真は供試したしわ粒の外観

水田利用研究領域・主任研究員
なかやま のり かず

中山 則和

激に膨張するため、その急激な膨張に種子の組織

が耐えきれずに破壊されてしまうことが知られて

います。したがって、しわ粒の膨張が不均等に起

こっているとすれば、冠水条件に置いた時に種子

が受けるダメージも整粒とは異なってくると考え

られます。実際に冠水処理した種子のと臼芽率と出

芽後の初期生育量（匪軸の乾物重〉を調査すると、

しわ粒では出芽率、初期生育量ともに整粒よりも

低下しており、冠水処理のダメージを強く受けて

いることが示されました（図2）。また、しわ粒、

整粒ともに標準条件での発芽率は同等でしたが、

種子に人為的な老化処理を施した場合の発芽率は

しわ粒が低くなり、しわ粒は整粒に比べて種子活

力が劣っている可能性が示唆されました（図3）。
ダイズ縮緬じわ粧は、整粒に比べてタト観品質が

低下しているだけでなく、吸水特性と種子活力も

整粒とは異なる可能性があること、そして、おそ

らくそれらが原因となって冠水傷害を受けやすく

なっている可能性があることがわかりました。今

回は室内で行った実験の結果ですが、今後このよ

うな縮緬じわ粒の特性がダイズの生産性に与える

影響について明らかにしたいと考えています。

・整粒 ・しわ粒
100.0 「 0.12 

80.0 
口10

百 0.08

京国O

掛肱唱R40.0 

0.04 

20.0 
0.02 

。。 0.00 

無処理 冠水処理 情処理 冠水処理

図2 種子の冠水処理；が出芽率と出芽した実生に与える影響

24日寺岡沼水処理した種子をポy トに播種し，出芽率と出芽後の実生

の初期生育費をしわ粒と整粒で比較した．

100 
・整粒 ・しわ粒

80 

日

刊
（芝川
崎
肱
猷

20 図3 老化促進処理を施した程子

の発芽率

老化促進処理した種子の発芽率を

無処理 老化促進処理 しわ粒と整粒で比較した．
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イベン卜報告

北陸研究センター「公開デーjを開催

8月23日（土曜日）に 「いイネ！うまイネ！想

いをコメてリをテーマに、北陸研究センター「公

開デ－Jを開催しました。センター内を一般に公

開し、研究成果展示のほか、ミ二講演会、農業機

械展示、簡単な実験－体験や試食等により、地域

研究成果の展示

住民の皆様に当センターの研究内容を分かリやす

く紹介しました。今年は天候に恵まれ、家族連れ

など600名を超える大勢の方に訪れていただきま

した。皆さんご来場ありがとうございました。

農業機械展示

今秋開催の食に関わる大規模展示会に出展

10月30日（木曜日〉から11月1日（土曜日〉ま

で新潟コンペンションセンタ一（朱鷺メッセ）に

おいて、本小I＇旧本海側最大の食の総合見本市「フー

ドメッセ inにいがた2014Jが開催されと臼展しま

した。

また、 11月11日（火曜日）から11月12日（水曜日〉

まで幕張メッセにおいて、地方銀行38行が主催す

フードメッセinにいがた （10/30～11/1) 

r 

る圏内最大級の食の商談会 「地方銀行フードセレ

クション2014」が開催され出展しました。

北陸研究センターでは、高アミ口ース米「越の

かおり」等の品種紹介を積極的に行うとともに、「越

のかおり」の特長を生かした米麺の試食を行い大

変好評でした。

地方銀行フードセレクション（11/11～11/12) 

、
合 一 〓M 占 全 土 中央農業総合研究センター
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